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１　はじめに

冷凍ほうれんそうは、家庭で調理の手間
がかからないなどの利点から、量販店など
での需要は高まっている。こうした需要を
背景に、2021年の冷凍ほうれんそう輸入
量は４万9207トン（前年比2.4%増）と
なり、10年前との比較では47.1%増と大
幅に増加している。
21年の冷凍ほうれんそう輸入量を輸入
先別に見ると、最大の輸入先である中国が
94%と大半を占めており、イタリアはわ
ずか１％とその割合は低い。しかし、イタ
リアからの輸入量は、近年、増加傾向で推
移しており、19年には台湾を抜いて中国
に次ぐ輸入先となった。また、19年２月
には、日ＥＵ経済連携協定（日ＥＵ・ＥＰ
Ａ）が発効し、イタリアを含む欧州連合（Ｅ
Ｕ）域内から冷凍ほうれんそうを輸入する
際の関税率（発効前は６％）が段階的に撤

廃されることとなった。22年５月時点で
は、同関税率は１％まで引き下げられてい
る。
本稿では、近年、輸入量が増加している
イタリアのほうれんそうの生産、消費およ
び輸出動向などについて報告する。なお、
１ユーロ＝137.33円（注１）を使用した。

（注１）　�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の４月末ＴＴＳ
相場。

２　�冷凍野菜およびほうれんそうの輸入
動向

日本の冷凍野菜の輸入量を見ると、
2014年以降、増加傾向で推移していた。
20年は６年ぶりに前年を下回ったが、21
年の輸入量は109万9401トン（前年比
3.9%増）と再び増加に転じた（図１）。
冷凍野菜の輸入量を品目別に見ると、ばれ

イタリアのほうれんそうの
生産、消費、輸出について

イタリアでは、温暖な気候を生かしてさまざまな野菜が生産されている。特にほうれん
そうの生産量はＥＵ域内で最も多く、ＥＵ域内外に生鮮、加工、冷凍の形で輸出を行って
いる。また、日ＥＵ経済連携協定の発効に伴い冷凍ほうれんそうの輸入に係る関税率は段
階的に引き下げられていることもあり、イタリア産冷凍ほうれんそうの日本への輸出量は
増加傾向で推移している。しかし、日本の冷凍ほうれんそう輸入量の９割以上は中国産と
なっていることに加え、輸入単価でもイタリア産は中国産を上回ることから、イタリアか
らの冷凍ほうれんそうの輸入量の大幅な増加は見込めないと思われる。一方で、輸入量の
大半を中国に依存している中、世界的な異常気象の常態化に加え、新型コロナウイルス感
染症など想定外の事態の発生など、リスクヘッジの観点からも輸入先の多様化が求められ
る状況にもある。

調査情報部　国際調査グループ

【要約】

海外情報



野菜情報 2022.663

冷凍ほうれんそうの輸入量は、18年を
ピークに減少していたが、21年は４万
9207トン（同2.4%増）と前年をわずか
に上回った。輸入先別に見ると、中国が輸
入量のうち94%と大半を占めているもの
の、近年、イタリアからの輸入量も増加傾
向で推移し、19年には台湾（注２）を抜いて、

中国に次ぐ輸入先となった（図２）。

（注２）　�台湾産冷凍ほうれんそうについては、野菜情報
2020年４月号「台湾のキャベツ、ほうれんそ
うの生産・輸出動向について」〈https://
v e g e t a b l e . a l i c . g o . j p / y a s a i j o h o /
kaigaijoho/2004_kaigaijoho01.html〉を
参照されたい。

いしょ、その他の冷凍野菜の割合が多いも
のの、ほうれんそう等も品目別輸入量では

第５位と、冷凍野菜の中で一定程度の地位
を占める品目である。
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図１ 冷凍野菜の品目別輸入量の推移

ばれいしょ その他の冷凍野菜 ブロッコリー えだまめ ほうれんそう等

スイートコーン いちご さといも 上記品目以外

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

図１　冷凍野菜の品目別輸入量の推移

図２　冷凍ほうれんそうの輸入先別輸入量の推移

https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/2004_kaigaijoho01.html
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/2004_kaigaijoho01.html
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/2004_kaigaijoho01.html
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冷凍ほうれんそうの輸入単価を見ると、
ここ10年間、中国産は１キログラム当た
り150円前後で安定的に推移している。一
方で、台湾産は同250円前後と上昇傾向
にある（図３）。イタリア産は、輸入量が

増加し始めた2016年以降は安定的に推移
しているものの、同250円を超える水準
となっており、台湾産と同様に中国産より
も同100円程度高い水準で推移している。

近年、冷凍ほうれんそうは量販店での販
売も増えており、販売金額も10年前と比
較して増加している（表１）。なお、機構
が実施したコロナ禍における野菜消費の
変化を調べた調査では、20年の冷凍ほうれ
んそうの購入額は大きく増加している（注３）。

（注３）　�機構ＨＰ「加工・業務用野菜に関する調査」内
のコロナ禍における野菜消費の変化（https://
www.a l i c . go . j p /y -gyomu/ya jukyu�
02_000176.html#10）を参照されたい。

中国

イタリア

台湾

0

50

100

150

200

250

300

350

2012 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（円／キログラム）

（年）
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図３　冷凍ほうれんそうの輸入先別輸入単価の推移

表１　冷凍ほうれんそうの千人当たり販売金額の推移
（単位：円）

年
類別 2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19

冷凍 127.4 166.5 180.8 198.1 173.5 180.9 200.7 205.2 246.8 209.8

冷凍調理 209.0 242.1 326.7 529.0 463.2 437.8 412.9 397.0 413.0 366.4

冷凍野菜計 336.3 408.6 507.4 727.1 636.7 618.7 613.6 602.2 659.9 576.2

資料：「新型コロナウイルス禍における野菜消費の変化」（株式会社ＫＳＰ－ＳＰ「全国ＰＯＳデータ」を基に、農畜産業振興機構が作成）
注１：千人当たり販売金額（税抜、円）：年別販売金額の合計を年別来店客数で除して１０００を乗じた値の集計値。
　　　（地域や業態の規模、収録店舗数の変動に影響なく商品の売れ行きを計ることができる指標）
　２：冷凍は、「冷凍農産素材」に属し、商品名に野菜名称が含まれるアイテム	。
　３：冷凍調理は、「冷凍調理」に属し商品名に野菜名称が含まれるアイテム。

https://www.alic.go.jp/y-gyomu/yajukyu02_000176.html#10
https://www.alic.go.jp/y-gyomu/yajukyu02_000176.html#10
https://www.alic.go.jp/y-gyomu/yajukyu02_000176.html#10
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地中海に面したイタリアは、夏の日差し
が強く、国土の大部分が年間を通じて降雨
量の少ない地中海性気候に属しているた
め、温暖な気候を生かした野菜の露地栽培
が盛んであり、ＥＵ有数の生鮮野菜生産国
である。このため、イタリアのほうれんそ
う生産量はＥＵ域内で最も多い（表２）。
ほうれんそうの栽培適地は、低地の南地
中海性気候の地域とされている。イタリア
国家統計局によると、露地栽培のほうれん
そうの主な産地はエミリア＝ロマーニャ
州、プーリア州、ラツィオ州、マルケ州、
アブルッツォ州である（図５、表３）。作
付面積の上位５州でイタリア全体の約７割

を占めており、生産量も同様に上位５州で
約７割を占めている。

３　生産動向

（１）作付面積、生産量
イタリアの国土面積は約30万平方キロ
メートルと日本の約５分の４程度である

が人口は日本の半分以下である。
2020年のイタリアの農業産出額を部門
別に見ると、野菜・園芸部門は21%と最
も高く、同国の農畜産業の中で主要部門
となる（図４）。

図４　農業産出額に占める部門別割合（2020年）

表２　EUのほうれんそう生産量の上位
５カ国　（2020年）

国名 生産量（千トン）

イタリア 100

フランス 97

ベルギー 95

ドイツ 83

スペイン 83

（参考）EU27カ国合計 651

資料：欧州委員会「Eurostat」

野菜・園芸
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牛・豚・家きん

17%

果物

11%
生乳

11%

穀物

8%

その他

32%

資料：欧州委員会「Sta�s�cal Factsheet Italy」
注：数値は予測値

農業産出額

４１９億６１００万ユーロ

（５兆７６２５億４１３万円）

資料：欧州委員会「Statistical Factsheet Italy」
　注：数値は予測値。
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ほうれんそうは露地とハウスの両方で
栽培されており、20年の作付面積全体の
92.8%が露地栽培で5697ヘクタール（前
年比1.8%減）となり、同7.2%がハウス
栽培で444ヘクタール（同8.8%減）で
あった（図６、写真１、２）。また、同年
の生産量は露地栽培で８万7986トン（同

0.3%増）と全体の86.5%を生産し、ハウ
ス栽培では１万3790トン（同7.3%減）
と同13.5%であった。17年にはハウス栽
培の作付面積と生産量が前年から大幅に
増加したが、20年時点で露地栽培の方が
ハウス栽培に比べて作付面積で12.8倍、
生産量で6.4倍多く、現在もなお、ほうれ

図５　ほうれんそう（露地栽培）の主要生産州

表３　ほうれんそう（露地）の作付面積、生産量の上位５州（2020年）
作付面積 (ha) 生産量（ｔ）

エミリア＝ロマーニャ州 1,256 24,971

プーリア州 1,040 11,711

ラツィオ州 680 13,048

マルケ州 531 8,456

アブルッツォ州 525 7,789

（参考）イタリア合計 5,697 87,986

資料：イタリア国家統計局

プーリア州

アブルッツォ州

　資料：イタリア国家統計局より農畜産業振興機構作成
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んそうの生産は露地栽培を中心に行われ
ている。同年の単収は、露地栽培で10アー
ル当たり1.5トン、ハウス栽培で同3.1ト
ンとハウス栽培の方が約２倍多い。なお、

日本のほうれんそうの単収は同1.0トンの
ため、イタリアの単収は日本よりも高い
水準となっている。

図６　イタリアのほうれんそうの生産量および作付面積の推移（栽培形態別）
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図６ イタリアのほうれんそうの生産量および作付面積の推移（栽培形態別）

ハウス栽培生産量 露地栽培生産量

ハウス栽培作付面積（右軸） 露地栽培作付面積（右軸）

資料：イタリア国家統計局資料：イタリア国家統計局

写真１　栽培風景（露地）

写真２　栽培風景（ハウス）
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イタリアの野菜生産者の多くは比較的
小規模な家族経営が中心とされ、農場労
働力のほとんどが家族で構成されている。
加えて、先祖代々受け継がれた特定品目
の生産に特化していることが多い。イタ
リア国家統計局によると、生鮮野菜の生
産者戸数は16年時点で８万6198戸であ
る。16年以降の統計数値がないが、13年
には９万5862戸であったことから、作付
面積に大きな変動が見られない中で、生

産者の規模拡大化の傾向があるといえる。

（２）栽培および収穫
イタリアは、年間を通じて降雨量の少
ない地中海性気候に属していることから、
年間を通して安定的にほうれんそうの収
穫が可能である（図７）。播

は

種から収穫ま
での期間は、栽培時期によって異なるが、
夏は播種後20～ 25日、冬は播種後40～
50日で収穫が行われる。

潅
かん

水は、圃場にスプリンクラーを設置
して行われ、収穫は、自走式の収穫機で
行われることが多い（写真３）。圃場で収
穫したほうれんそうは、不要部分の下処

理を行った後、品質低下を避けるために
速やかに低温を維持出来る運搬用トラッ
クにより加工工場へ運ばれる（写真４）。

写真３　ほうれんそうの収穫風景 写真４　収穫されたほうれんそう

図７　イタリアのほうれんそうの作型
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：播種 ：収穫

注：色の濃い部分は、今回の聞き取りした企業の収穫量が多い時期を示している。

図７　イタリアのほうれんそうの作型
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（３）今後の生産見通し
ほうれんそうの生産は、小規模農家によ
る栽培が中心とみられているが、今後は生
産や流通の効率化に向けた取組みが進むと
予想されている。また、現地の生産者や加
工業者によると、ほうれんそうの生産量は
全体的に増加傾向であり、現在は需要に見
合った量となっている。一方で、需要に応
じて、生産量を増やすことは可能との声も
聞かれるため、まだ生産余力はあるものと
思われる。

４　消費動向

（１）販売形態
イタリアでは、生鮮野菜は都市部のスー
パーマーケットや食品市場、小売店などで
販売されているが、戸別訪問販売も盛んで
ある。また、イタリアでは、米国の地域支
援型農業（注４）に類似する形で消費者によっ
て組織化された購買グループ（例：
Grupp i  d i  Acqu i s t o、Grupp i　
diAcquisto Solidale）が生産者や大手小

売業者からまとめて農産品を購入すること
で、公正な価格、生産による環境への影響
の配慮などを推進している場合がある。こ
のような購買グループがもたらした大きな
影響のひとつにサプライチェーンの短縮化
が挙げられる。

（注４）　野菜情報　2017年７月号「主要国の野菜の生
産 動 向 等 」（https://vegetable.alic.go.jp/
yasaijoho/kaigaijoho/1707_kaigaijoho01.
html）を参照されたい。

（２）小売価格
イタリア農業食品市場サービス協会によ
ると、2021年のほうれんそうの小売価格
は、５月に１キログラム当たり0.54ユー
ロ（74円）と年間を通じて最も安値になっ
た一方で、12月に１キログラム当たり
0.94ユーロ（129円）と最も高値となっ
た（表４）。小売価格は、秋から冬にかけ
て価格が上昇する傾向がある。
なお、ほうれんそうは生鮮、カット野菜、
冷凍野菜などさまざまな形態で販売されて
いる（写真５～７）。

表４　ほうれんそうの小売価格の推移（2021年）
（単位：ユーロ/キログラム）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

0.86 0.85 0.81 0.78 0.54 - - - 0.55 0.78 0.86 0.94
資料：農業食品市場サービス協会（ISMEA）	
　注：６～８月は流通量が少ないため、データが未公表。

写真５　スーパーマーケットの陳列風景

https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/1707_kaigaijoho01.html
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/1707_kaigaijoho01.html
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/kaigaijoho/1707_kaigaijoho01.html
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写真６　カットほうれんそうの陳列風景 写真７　冷凍ほうれんそうの陳列風景

2020年のイタリアの野菜消費は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に伴う
ロックダウンなどにより、大きな影響を受けた。外食店の営業が止められたことから、
自宅での調理機会が増え、家庭内での野菜消費量は増加したものの、野菜全体の消費量
の増加には結びつかなかった（コラム１－図）。しかし、21年に入り、COVID-19に関
する規制が解除され外食店の営業が再開したことから、生鮮野菜の小売販売量は減少し
た。一方で、コロナ禍で消費者の健康や栄養への関心が高まったこともあり、野菜の消
費量は増加した。

【コラム1】　コロナ禍におけるイタリアの野菜消費
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資料：Euromonitor International より農畜産業振興機構作成

コラム１－図　イタリアの野菜の消費量の推移

　資料：Euromonitor International より農畜産業振興機構作成
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５　冷凍ほうれんそうの製造状況など

（１）冷凍野菜の生産動向
欧州では、1968年頃まで冷凍野菜が一
般的ではなかったが、米国で冷凍野菜が販
売されていることを知ったフランスのボン
デュエル社が商品化に取り組み、販売を開
始したことで、その後、欧州でも冷凍野菜
の販売が広がったとされている。その後、

同社はイタリア市場に参入し、72年に現
地法人を立ち上げ冷凍野菜の事業を開始し
ている。
イタリア国家統計局によると、冷凍野菜
の製造量は年によってバラつきがある、
20年は38万2033トン（前年比29.8%減）
と前年を大幅に下回ったが18年を27%上
回っている（図８）。

イタリアでは、パック包装されている野菜への馴染みが薄かったものの、コロナ禍で
は衛生的な理由から消費量が増加した。また、外出規制などの影響もあり、小売店への
訪問頻度が低下する中、特に保存期間が長い冷凍野菜の販売が増加した。さらに、イタ
リア冷凍食品協会によると、近年、イタリアでも新たな食事スタイルとして流行してい
るフレキシタリアン（注１）やビーガン（注２）などの人々の植物性タンパク質消費量の増加と
共に果物、野菜、特に冷凍品の消費を支えているとした。また、冷凍食品の世界でも植
物性タンパク質の消費拡大傾向が定着しつつあり、製品の種類も増加しているとしてい
る。
今後も在宅勤務などの新たな生活スタイルが定着していくことが予想されており、家
庭内で過ごす時間が増えることから、野菜の消費量も増加すると予想される。中でも調
理の利便性が高い野菜として、たまねぎやトマトの消費量の増加が見込まれている。

（注１）　フレキシブル＝柔軟性、ベジタリアン＝菜食主義者の二つを組み合わせた造語で、通常の食生活を送るが、
たまにベジタリアンになるという柔軟な食生活を送る人々。

（注２）　と畜することによって得られる食肉の摂取だけでなく、鶏卵や乳製品、はちみつなどの家畜による生産物の
搾取も望まない人々。

資料：イタリア国家統計局
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図８ イタリアの冷凍野菜の製造量の年別推移

資料：イタリア国家統計局

図８　イタリアの冷凍野菜の製造量の年別推移
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今回、聞き取りを行った加工企業の一つ
では、梱包する際の包装材料について、環
境への影響を低減した素材を使用している
とのことである。さらに、冷凍ほうれんそ
うの製造施設として製品の全体的な品質と
安全性を向上させるために常に最先端の製
品ラインに更新しており、大型の完全自動
冷凍倉庫、生産および包装ラインに最新の
光学・レーザー選別機を設置している。

６　輸出動向

（１）ＥＵ域内外向け輸出量
欧州委員会によると、イタリアの生鮮ほ
うれんそう輸出量は、ＥＵ域内外向けとも
にＥＵ第２位に位置している（表５）。一
方で、冷凍ほうれんそう輸出量は、ＥＵ域
内向けが同第５位、ＥＵ域外向けが同第６
位に位置している（表６）。

（２）冷凍ほうれんそうの製造工程など
冷凍ほうれんそうの製造工程は図９の通
りである。圃場で収穫後、工場まで低温で
運搬され、搬入時に成熟度・色・大きさな
どの検査、分析などを行う。今回聞き取り
を行った加工企業の一つでは、ほうれんそ
うの収穫から工場までの運搬は３時間程度
となる。工場に搬入後、洗浄して土などの
異物を取り除いた後、余分な部分などを取
り除くためのカット処理を行う。カット後
は光学選別機などで大きさごとに選別し、

ブランチング（加熱）処理を行う。その後、
マイナス30度で個別急速冷凍（ＩＱＦ）
され、最終製品は段ボールなどに梱包、マ
イナス18度で保管して、保冷車で取引業
者へ配送される。
なお、イタリアでは、冷凍ほうれんそう
加工業者はほうれんそう生産者から原料を
調達し、製造を行っているのが大半を占め
ており、原料生産から製品製造および輸出
までを一貫して行っている企業は少ない。

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成

図９　冷凍ほうれんそうの製造工程

図９　冷凍ほうれんそうの製造工程

表５　生鮮ほうれんそうの国別輸出量（2020年）
（単位：トン） （単位：トン）

国名 EU域内向け 国名 EU域外向け
ベルギー 24,240 スペイン 18,190
イタリア 21,518 イタリア 6,780
スペイン 19,432 オランダ 1,714
オランダ 10,476 フランス 1,001
フランス 4,540 ポルトガル 517
その他 6,258 その他 1,567
合計 86,465 合計 29,768
資料：欧州委員会「Eurostat」 資料：欧州委員会「Eurostat」
　注：HSコード070970 　注：HSコード070970

　　資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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（２）輸出に関する政府・関係団体
イタリアの冷凍ほうれんそうの輸出促進
を目的とした組織はないものの、イタリア
と海外のビジネスマッチングを促進する団
体などはある。また、輸出向けとして、
「Made in Italy」の生産と供給の促進を目
的とする政府機関もある。イタリア貿易促
進機構（ＩＴＡ）は、企業の海外ビジネス
を支援するとともに、イタリアへの外国投

資の誘致を促進する政府機関である。
日本国内では、イタリア大使館の貿易振
興部がイタリアとのビジネスに関心のある
日本企業などとの窓口を担っている。また、
ＩＴＡは日本の企業や消費者に同国の製品
を紹介するとともに、イタリア企業とマッ
チングする貿易フェアや展示会を開催して
いる。

イタリアの冷凍ほうれんそう輸出量は、
年による増減はあるものの、ＥＵ域内外向
けともにおおむね増加傾向で推移している
（図10）。

なお、20年のＥＵ域外向け輸出量は
1795トンとなり、このうち日本向けがほ
ぼ半数（948トン）を占めている。

資料：欧州委員会「Eurostat」
　注：HSコード071030
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図１０ イタリアの冷凍ほうれんそうの輸出量の推移

資料：欧州委員会「Eurostat」

注：HSコード071030

表６　冷凍ほうれんそうの国別輸出量（2020年）
（単位：トン） （単位：トン）

国名 EU域内向け 国名 EU域外向け
ベルギー 97,611 ベルギー 32,128
オランダ 22,691 スペイン 8,096
スペイン 14,799 ポーランド 5,080
フランス 14,708 オランダ 3,704
イタリア 4,085 フランス 2,018
その他 11,828 イタリア 1,795
合計 165,722 その他 1,911
資料：欧州委員会「Eurostat」
　注：HSコード071030

合計 54,733
資料：欧州委員会「Eurostat」
　注：HSコード071030

図10　イタリアの冷凍ほうれんそうの輸出量の推移
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（３）今後の輸出見通し
イタリアでは、野菜生産全体に占めるほ
うれんそうの割合はそれほど高くないが、
ＥＵでは最大のほうれんそう生産国であ
る。また、ＥＵ域外向け冷凍ほうれんそう

の輸出でも主要国の一つとなっている。
冷凍ほうれんそう加工企業への聞き取り
では、基本的に輸出に関してはかなり前向
きな姿勢を示しており、条件が合えば積極
的に輸出を増加させるとしている。

オランダのワーヘニンゲン大学は2022年１月、欧州グリーンディール内（注）の「Farm 
to Fork（Ｆ２Ｆ）戦略」および「生物多様性戦略」で掲げる目標を達成した場合の影
響を予測した報告書を発表した。

報告書では、以下の４つの条件を設定している。
（１）化学農薬の使用を50%削減し、より有害な農薬の使用を50%削減
（２）土壌栄養分の流出を50%低減し、肥料の使用量を20%削減
（３）ＥＵの農地の25%を有機農法による農地とする
（４）�（１）と（２）の条件に加え、ＥＵの農用地の10%を生物的多様性維持のため

に保全する
そして、現行の共通農業政策（ＣＡＰ）がそのまま継続された場合を基準（図の０％

のライン）として、これら４つの条件を前提とした影響について公表している。同報告
書内では、具体的な事例として、４つの条件下でのイタリアの加工用トマトの生産量お
よび価格への影響を示している（コラム２－図）。

【コラム２】　�欧州グリーンディールの導入に伴う影響
　　　　　　評価
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コラム２ー図 各条件における生産量と価格の増減率

資料：ワーヘニンゲン大学「Impact Assessment of EC 2030 Green Deal Targets for Sustainable Crop Produc�on」より農畜産業振興機構作成

価格 生産量

コラム２－図　各条件における生産量と価格の増減率

資料：�ワーヘニンゲン大学「Impact Assessment of EC 2030 Green Deal Targets for Sustainable Crop 
Production」より農畜産業振興機構作成
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７　おわりに

イタリアのほうれんそう生産は、比較的
小規模な家族経営の農家が中心となってい
るものの、近年は規模拡大の傾向にある。
また、同国の多くの企業では品質管理の取
組が行われており、農場から物流まで冷蔵
や冷凍の設備が整備されている。このため、
ＥＵ域内のみならず、日本をはじめとした
第三国への農産物輸出が可能な状況となっ
ている。しかし、イタリアでは冷凍ほうれ
んそうを原料生産から輸出まで一貫して
行っている企業は少なく、製造に際して原
料の確保が重要とされている。ほうれんそ
うの生産現場では、需要に見合った生産が
行われているが、今後の生産余力はあるも
のとみられる。また、冷凍ほうれんそう加
工企業からは、輸出拡大に向けた積極的な
意見も聞かれた。こうした背景に加え、日
本では、日ＥＵ・ＥＰＡの発効に伴い同国
との貿易機会を拡大しようとする取り組み
とも相まって、イタリア産冷凍ほうれんそ
うの輸入量が増加した側面もある。

しかし、日本国内での冷凍ほうれんそう
需要の拡大に対しては、中国からの輸入品
を中心に供給されている状況にある。輸入
単価の面でも中国がイタリアと比べて安価
なため、イタリアからの冷凍ほうれんそう
の輸入量の大幅な増加は難しいとされる。
一方、日本では実需者からの国産野菜
の安定調達ニーズに対応するため、加工・
業務用向け野菜の生産者への支援などを
行っているものの、冷凍ほうれんそうの
需要拡大に対応するためには、まだ輸入
品に頼っている状況である。そうした中、
特に中国産のシェアが約９割を占めるた
め、世界的な異常気象の常態化に加え、
COVID-19をはじめとしたさまざまな想
定外の事態の発生など、リスクヘッジの
観点からも輸入先の多様化が求められる
状況にもあるといえる。また、2002年の
中国産ほうれんそうの残留農薬問題の発
生後に中国産以外の輸入が増えたように、
イタリアなどの輸入実績のある国につい
て、今後の動向を把握していく必要があ
ると考えられる。

生産量は全ての条件下で10~20%減少すると予測されている。一方で、価格は（３）
の有機農法の条件の時のみ上昇すると予測されている。有機農法では慣行農法と比べて
生産量が減少することに加え、有機農産物は市場規模がまだ小さく、価格弾力性が低い

（価格が上昇しても需要が落ちにくい）ことから価格が高くなりやすいとしている。
また、同報告書内でＦ２Ｆ戦略および生物多様性戦略によりＥＵへの輸入品と公平な

条件ではなくなり、貿易依存度が高まることや持続可能な開発目標（SDGs）内の「飢
餓をゼロに」に対するＥＵの貢献度が低下する可能性があることを考慮して影響緩和に
向けて努力する必要があるとしている。

（注）　畜産の情報2021年11月号「ＥＵにおける有機農業の位置付けと生産の現状」（https://www.alic.go.jp/
joho-c/joho05_001853.html）を参照されたい。

https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_001853.html
https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_001853.html



